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福井しあわせ元気国体2018 ラッピングバス登場
~ 一致団結 フレンドリー号も国体バージョンでPR！！ ~



hockey

ホッケー競技

町民のみなさんの熱いご声援をよろしくお願いします。

　福井しあわせ元気国体ホッケー競技が10月4日（木）から8日（月）の5日間、町営
朝日総合運動場、県立ホッケー場で行われます。ホッケー競技は、昭和21年の第1
回国体から正式競技として実施され、成年男女（18歳以上）、少年男女（16歳以上）
の4種別があり、都道府県代表は、強豪チームまたは選抜によって構成されていま
す。今回は、間近にせまった福井しあわせ元気国体2018に福井県代表としてホッケー
競技に出場する成年男女少年男女の4チームをご紹介します。

　ホッケー競技はトーナメント方式、1クォーター 15分間の4クォーターの
試合で、試合時間内に勝敗がつかない場合は、シュートアウト戦（※）を行います。
　ただし、決勝と3位決定戦はシュートアウト戦は行わず、両チームを優勝
あるいは3位とします。

問合せ先　福井しあわせ元気国体越前町実行委員会事務局（国体推進室内）　☎34‒8701

※大会期間中、競技会場付近に一般駐車場はありません。臨時駐車場を設ける予定ですので、詳しくは広報えちぜん
10月号でご確認ください。

　昨年の愛媛国体では、厳しい組み合わせでしたが、接戦
をものにして勝ち上がっていきました。迎えた栃木県との
決勝戦では、1点をリードされる苦しい展開の中、残り24
秒で同点に追いつき、そのまま試合終了。両県同時優勝と
なりました。
　成年男子としては初優勝を成し遂げることができまし
た。一戦一戦勝ち上がるにつれ、チームの成長を感じるこ
とができる大会となりました。
　成年男子は、福井クラブを中心に本県出身のふるさと選
手（大学生）を加え、最強の布陣で臨みます。福井国体で
は、二連覇ならびに初の単独優勝を成し遂げるべく日々練
習に励んでいます。
　みなさんのご声援をよろしくお願いします。

　昭和43年に開かれた福井国体から「ホッケーのまち 越
前町」として、多くの町民のみなさんをはじめ、ホッケー
関係者のみなさんに支えられて現在に至ります。
　50年ぶりの開催となる福井しあわせ元気国体に出場す
る少年男子チームも多くの人たちに支えられ、これまで活
動してきました。感謝の気持ちを試合での闘志で表し、多
くのみなさんに感動を与えられるよう、全力で戦い、優勝
を勝ち取りたいと思います。ご声援よろしくお願いします。

　いよいよ10月に福井国体が開かれます。成年女子チー
ムは、福井国体での好成績が残せるよう、数年前から強化
をしてきました。成年女子チームのメンバー構成は、福井
クラブ選手とふるさと選手制度を利用しての県外実業団選
手、学生選手との混成チームです。
　福井クラブの選手は、平日の仕事のあと、疲れがあるな
か、週3回のナイター練習、休日には、強豪チームとの練
習試合を数多くこなし、力をつけてきました。県外選手は、
それぞれの所属チームで練習を重ね、いよいよその成果を
発揮する時がきました。
　みなさんに感動を与えられるように、必死にボールを追
いかけ、最後まで走り抜きます。温かいご声援をよろしく
お願いします。

　福井国体に向けて、たくさんの人たちに支えられ、「心・
技・体」すべてのトレーニングを一生懸命積んできました。
また、チームとしての意識をいつも持ち続け、選手全員で
切磋琢磨し、厳しい練習を乗り越えてきました。
　地元えちぜんの大声援を己の力にして、自分たちのモッ
トーである「明るく・元気に・笑顔で・粘り強く」をしっかり
と出し切り、一戦一戦の試合を全力で頑張りたいと思います。
　みなさんの温かいご声援をよろしくお願いします。

※シュートアウト戦とは
フィールドプレイヤーとゴールキーパーの1対1で、フィールドプレイヤーは
23m ラインからドリブルし、8秒以内にシュートをする。両チーム5人が交互に
行い、勝敗が付かない場合はサドンデス方式で決着をつける。

福井しあわせ元気国体への思い

福井県チームの紹介

成年男子

少年男子

成年女子

少年女子

ホッケー競技について
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7
月
16
日
、
県
立
武
道
館
で
、
第
52
回
福
井

県
少
年
剣
道
錬
成
大
会
が
開
か
れ
、
団
体
戦
39

チ
ー
ム
、
個
人
戦
２
１
６
人
の
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。
個
人
戦
の
部
に
お
い
て
、
矢
田
部

晄
さ
ん（
織
田
小
5
年
）が
3
位
に
、
山
本
天

晴
さ
ん（
城
崎
小
6
年
）が
5
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
後
日
、
大
会
の
ベ
ス
ト
8
の
選
手
を
集

め
て
行
わ
れ
た
全
国
大
会
の
選
手
選
考
会
に
お

い
て
も
、
見
事
2
人
と
も
選
抜
さ
れ
、
来
る
9

月
16
日
㈰
に
大
阪
市
で
開
か
れ
る
第
13
回
全
日

本
都
道
府
県
対
抗
少
年
優
勝
大
会
の
福
井
県
代

表
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
団
体
戦
に
お
い
て
も
、
3
位
に
入
賞

し
、
来
年
3
月
に
富
山
県
で
開
か
れ
る
第
32
回

斎
藤
弥
九
郎
頸
彰
碑
建
立
記
念
少
年
剣
道
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
福
井
県
の
代
表
と
し
て
、
試
合
に
臨
む
選
手

た
ち
に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
結
果

　
個
人
戦
　
小
学
5
年
生
以
上
の
部

　
　
第
3
位　
矢
田
部　
晄
（
織
田
小
5
年
）

　
　
敢
闘
賞　
山
本　
天
晴
（
城
崎
小
6
年
）

　
団
体
戦
　
男
子
の
部

　
　
第
3
位　
越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

越
前
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国
大
会
出
場
決
定

▲矢田部晄さん（左）と山本天晴さん（右）▲入賞した越前少年剣道クラブスポーツ少年団のみなさん

準 決 勝
丹　生  ２－４  今　　市（栃木）

準々決勝
丹　生  ８－１  置賜農業（山形）

２ 回 戦
丹　生  ９－０  伊　　予（愛媛）

大会結果

丹生高校男女ホッケー部
健闘の3位入賞
ホッケー競技
男子

個人　阿部  研三郎　予選敗退

大会結果

丹生高校弓道部

予　選　佐々木  湧仁　予選敗退

大会結果

武生高校少林寺拳法
男子単独演武 全

国
大
会
結
果
報
告

準 決 勝
　丹　生  １－２  石　動（富山）

準々決勝
　丹　生  ３－０  天　理（奈良）

２ 回 戦
　丹　生  ６－０  飯　能（埼玉）

大会結果

ホッケー競技
女子

決勝トーナメント1回戦
　福井工大福井　１－２　佐賀清和（佐賀）

予　選
　福井工大福井　２－０　秋 田 北（秋田）

大会結果

福井工大福井高校
女子バレーボール部
小嶋  薫さん出場

１回戦
　佐々木  崇弥　○  RSC  ×　砂田  華杜

２回戦
　佐々木  崇弥　×  判定  ○　高橋   麗斗
　２回戦敗退

大会結果

羽水高校ボクシング部
ライトウエルター級

奨励賞　受賞

大会結果

第42回全国高等学校総合文化祭
写真部門
丹生高校写真部　上

うえ
野
の

  睦
むつ

生
き

さん

7
月
26
日
か
ら
開
か
れ
た
、
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
お
よ
び

第
42
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
は
、
町
内
か
ら
多
く
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

4×100mR　嘉奈  宏造　予選敗退

大会結果

北陸高校陸上部

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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▲朝日野球スポーツ少年団のみなさん

　
「
カ
キ
コ
」
と
「
フ
ユ
ミ
」
の
2
頭
の
若
狭

牛
が
平
等
区
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
た
い
ら
保
育
園
、
は
ぎ
の
保
育
園
の
子
ど
も

た
ち
が
見
守
る
中
、
朝
ご
は
ん
抜
き
で
若
狭
牧

場
か
ら
来
た
カ
キ
コ
と
フ
ユ
ミ
は
、
早
速
、
生

い
茂
っ
た
草
を
モ
リ
モ
リ
食
べ
は
じ
め
ま
し
た
。

　
カ
キ
コ
と
フ
ユ
ミ
の
お
な
か
に
は
赤
ち
ゃ
ん

が
い
ま
す
。
10
月
ま
で
越
前
町
で
過
ご
し
、
12

月
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
予
定
で
す
。

　
牛
の
放
牧
は
、農
地
管
理
や
イ
ノ
シ
シ
、シ
カ

な
ど
の
獣
害
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

う
し
さ
ん　
よ
う
こ
そ　
た
い
ら
へ

　
7
月
31
日
に
行
わ
れ
た
、
第
13
回
越
前
町
小

中
学
生
競
書
大
会
の
審
査
の
結
果
、
町
内
の
小

中
学
生
応
募
総
数
１
，５
０
０
点
の
う
ち
、
特

別
賞
30
点
、特
選
２
７
０
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
特
別
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。

町
長
賞

　
青
木　
美
咲
（
朝
日
小
6
年
）

　
安
原　
遥
日
（
糸
生
小
2
年
）

　
横
田　
実
音
（
宮
崎
小
4
年
）

　
野
村　
花
音
（
朝
日
中
2
年
）

　
髙
木　
結
月
（
朝
日
中
3
年
）

議
会
議
長
賞

　
藤
井　
希
帆
（
朝
日
小
3
年
）

　
佐
々
木　
花
（
萩
野
小
1
年
）

　
佐
々
木
大
悟
（
萩
野
小
5
年
）

　
北
島　
美
羽
（
織
田
中
1
年
）

　
小
塙
み
さ
と
（
織
田
中
3
年
）

教
育
委
員
会
賞

　
熊
谷　
唯
花
（
朝
日
小
2
年
）

　
赤
星　
心
晴
（
朝
日
小
4
年
）

　
田
中　
和
夏
（
朝
日
小
6
年
）

　
清
水　
麻
由
（
宮
崎
中
3
年
）

　
谷
口　
瑞
季
（
織
田
中
2
年
）

文
化
協
議
会
長
賞

　
松
村　
結
良
（
糸
生
小
1
年
）

　
谷
﨑　
創
太
（
宮
崎
小
5
年
）

　
水
島　
璃
子
（
織
田
小
3
年
）

　
林　
　
藍
衣
（
織
田
小
6
年
）

　
小
塙　
苺
佳
（
織
田
中
1
年
）

第
13
回
越
前
町
小
中
学
生
競
書
大
会

福
井
新
聞
社
賞

　
橋
本　
颯
大
（
萩
野
小
2
年
）

　
佐
々
木
香
奈
（
萩
野
小
3
年
）

　
佐
々
木
謙
太
（
萩
野
小
6
年
）

　
坪
川　
真
子
（
朝
日
中
3
年
）

　
高
原　
玲
奈
（
宮
崎
中
2
年
）

丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
賞

　
宮
口　
涼
佑
（
朝
日
小
3
年
）

　
坂
下　
美
和
（
朝
日
小
4
年
）

　
河
合　
來
愛
（
宮
崎
小
1
年
）

　
小
松　
姫
莉
（
四
ヶ
浦
小
5
年
）

　
八
尾　
凜
咲
（
朝
日
中
1
年
）

▲横田実音さんの作品

▲野村花音さんの作品▲髙木結月さんの作品

▲青木美咲さんの作品▲安原遥日さんの作品

　
8
月
3
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
越
前
か
が

や
き
未
来
塾
」が
開
か
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、福
井
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
専
門
家
や
実
践
家
を
講
師
に
、
毎
年
町
内
の
中
学

1
・
2
年
生
を
対
象
に
講
演
会
を
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
作
家
の
桂か

つ
ら

美び

人じ
ん

さ
ん
に
「
十
年
後
の
夏
、
あ
な

た
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

桂
さ
ん
は
予
想
し
て
い
た
人
生
と
現
在
を
比
較
し
、「
人

生
は
計
画
ど
お
り
に
は
い
か
な
い
。
社
会
や
環
境
が
変
化

し
て
い
く
中
で
、
自
分
が
本
当
に
し
た
い
こ
と
は
何
か
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
」
と
こ
れ
ま
で
の
自

身
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
昨
日
の
自
分
よ
り
も
今
日
の
自
分
は
少
し
成
長

し
た
、
と
い
う
自
信
を
毎
日
積
み
重
ね
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
生
徒
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

特
色
あ
る
教
育
づ
く
り
事
業　
越
前
か
が
や
き
未
来
塾

　
7
月
28
日
、
第
4
回
劔
神
社
周
辺
ま
ち
づ
く

り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
、「
ま
ち
あ
る
き
第

2
弾
」
と
し
て
、
今
回
は
劔
神
社
～
駅
前
通
り

～
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
歩
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
前
回
の
「
宝
物
」 「
残
念
な
物
」

に
加
え
、 「
使
え
そ
う
な
も
の
」
と
い
う
新
た

な
視
点
を
増
や
し
て
ま
ち
を
歩
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会

議
室
で
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、 「
良

い
と
こ
ろ
」 「
問
題
点
」 「
使
え
そ
う
な
も
の
」

を
地
図
に
貼
り
付
け
、 「
ど
こ
を
ど
う
し
た
ら

よ
く
な
る
か
」
を
考
え
ま
し
た
。

ま
ち
あ
る
き　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
2  

～
第
4
回
劔
神
社
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～

　

次
回
は
、
9
月
9
日
㈰
に
開
く
予
定
で
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
地
域
創
生
室　
☎
３
４‒

８
７
１
４

▲まちあるきの様子

▲ワークショップの様子

「まちあるき」は
いかがでしたか？

（第4回まちづくりミーティング
アンケートから）
○地元の人の意見と地元以外

の人の意見、両方が必要だ。
○織田信長を前面に出したら

いい。
○改善点が見え、景観形成の

視点が明確になった。
○目標が見えない。実際に出

来ることを考えては。その
時が来ているのではないか。

　
8
月
5
日
、
越
前
町
営
野
球
場
で
第
12
回
越

前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
の
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
3
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。
大
会
は
各
チ
ー
ム
の
交
流

と
学
童
軟
式
野
球
の
技
術
力
向
上
を
目
的
に
、

リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
随
所
に
好

プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
優　
勝　
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
準
優
勝　
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

　
第
3
位　
越
前
ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

第
12
回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会

　
8
月
4
日
か
ら
6
日
、
富
山
県
小
矢
部
市
小
矢
部
ホ
ッ

ケ
ー
場
で
、
第
40
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交

流
大
会
が
開
か
れ
、
朝
日
、
常
磐
・
糸
生
、
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ

ｅ
ｎ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
男
女

合
わ
せ
て
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
は
、

男
子
27
チ
ー
ム
、
女
子
22
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
町
内
か
ら

は
5
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
女
子
の
部
で
糸
生･

常
磐

ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
接
戦
を
勝
ち
抜
き
、
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
男
子
が
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
女
子
の
部

　
　
優
勝　
糸
生･

常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
40
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会

▲初優勝した糸生・常磐ホッケースポーツ少年団のみなさん

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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9
月
20
日
は
、「
バ
ス
の
日
」で
す
。
町
で
は
、

9
月
10
日
㈪
か
ら
9
月
14
日
㈮
ま
で
の
間
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
無
料
運
行
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
一
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
乗
っ

て
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
主
な
経
路

　
環
状
ル
ー
ト
右
左
回
り

朝
日
地
区
、
宮
崎
地
区
、
織
田
地
区
、
糸

生
地
区
を
右
回
り
と
左
回
り
で
周
回

　
朝
日
地
区
巡
回
ル
ー
ト

泰
澄
の
杜
、
常
磐
地
区
、
西
田
中
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
ヤ
マ
キ
シ
な
ど
を
巡
回

　
宮
崎
地
区
巡
回
ル
ー
ト

陶
寿
園
、
陶
芸
村
、
西
三
区
、
若
竹
荘
、

織
田
病
院
、
メ
ル
シ
な
ど
を
巡
回

　
越
前
地
区
巡
回
ル
ー
ト

左
右
、梅
浦
、織
田
病
院
、織
田
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
厨
、
か
れ
い
崎
な
ど
を
巡
回

　
織
田
地
区
巡
回
ル
ー
ト

織
田
病
院
、
メ
ル
シ
、
織
田
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
上
戸
、
萩
野
、
平
等
な
ど
を
巡
回

　
※
予
約
が
必
要
な
便
が
あ
り
ま
す
。

　
※
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
運
行
日
が
異
な
り
ま
す

の
で
、時
刻
表
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
運
行
の
お
知
ら
せ料　

金

　
大
　
人

　　
２
０
０
円

　
70
歳
以
上
、
小
中
高
生
、
心
身
障
が
い
者

　
　
１
０
０
円

　
　
　

　
9
月
10
日
㈪
か
ら
14
日
㈮
ま
で
は
、
無
料

運
転
免
許
自
主
返
納
者
に
無
料
定
期
券
を
交
付

し
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故

減
少
を
目
的
と
し
て
、
運
転
免
許
を
自
主
的
に

返
納
し
た
満
65
歳
以
上
の
町
民
の
み
な
さ
ん

に
、
10
年
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
無
料
で
利

用
で
き
る
定
期
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
の
流
れ

　

①
鯖
江
警
察
署
、
鯖
江
警
察
署
丹
生
分
庁

舎
、
ま
た
は
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
、
運

転
免
許
の
全
部
取
消
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
②
①
で
発
行
さ
れ
る
「
申
請
に
よ
る
運
転
免

許
の
取
消
通
知
書
」（
写
し
）
と
運
転
免
許

証
の
写
し
を
申
請
書
に
添
え
、
企
画
財
政

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
申
請
の
際
に
定
期
券
用
の
顔
写
真
を
撮
影

し
ま
す
。

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

　
「
越
前
が
に
」・「
越
前
水
仙
」
を
題
材
と
し
、

「
き
も
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
・
俳
句
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

応
募
方
法

　
詩
部
門

応
募
は
1
人
1
編
と
し
ま
す
。

原
稿
用
紙
に
題
名
と
氏
名
を
忘
れ
ず
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。

Ａ
4
判
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
40
行

以
内（
題
名・氏
名
は
行
数
に
含
ま
な
い
。）

メ
ー
ル
で
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
は
可
。
メ
ー

ル
本
文
へ
の
打
込
み
デ
ー
タ
は
不
可
と
し

ま
す
。

別
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
（
学
校
名
・
学
年
）・
電

話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
※
小
中
学
生
は
必
ず
原
稿
用
紙

に
手
書
き
で
お
書
き
く
だ
さ

い
。

　
俳
句
部
門

応
募
は
1
人
2
句
ま
で
と
し

ま
す
。

専
用
は
が
き・官
製
は
が
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

「
越
前　
蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
き
も
ち
」

応
募
締
切

　
11
月
30
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

　

※
応
募
用
紙
は
役
場
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
あ
り
ま
す
。

　
※
応
募
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

　
※
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
応
募
作
品
の
諸
権
利
は
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課

　
☎
３
４‒

２
０
０
０　
Ｆ
ａ
ｘ
３
４‒

２
７
２
０

　
Ｅ
メ
ー
ル　

gakusyu@
tow

n.echizen.lg.jp

　
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期

限
は
、
9
月
30
日
ま
で
で
す
。
新
し
い
保
険
証

は
、
今
月
中
に
簡
易
書
留
で
各
世
帯
へ
郵
送
し

ま
す
。
も
し
、
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
保
険
証
は
、
10
月
1
日
以
降
に
は
さ

み
で
切
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
大
き
さ
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
同
じ
で
す
。

※
表
面
は
紙
製
、
裏
面
は
フ
ィ
ル
ム
加
工
し
て

あ
り
ま
す
。

※
紛
失
し
た
場
合
は
、
必
ず
健
康
保
険
課
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

国
民
健
康
保
険
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す

▲表

注意

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
（
通
常
の

薬
品
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
製
造
販
売
さ
れ

る
薬
で
、
新
薬
と
同
一
の
有
効
成
分
が
含
ま

れ
、
新
薬
と
同
じ
効
能
・
効
果
を
持
つ
医
薬
品

の
こ
と
で
す
。
有
効
性
、
安
全
性
お
よ
び
品
質

に
つ
い
て
国
が
厳
格
な
審
査
の
う
え
、
製
造
販

売
の
承
認
を
し
て
い
る
薬
で
安
心
・
信
頼
し
て

服
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
開
発
費
用
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
の

で
、
医
療
の
質
を
落
と
さ
ず
に
新
薬
と
比
較
し

低
価
格
で
、
複
数
の
薬
の
服
用
や
長
期
服
用
が

必
要
な
場
合
な
ど
は
、
個
人
負
担
を
軽
く
で

き
、
家
計
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

安
心
・
信
頼
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
の
ほ
か
、
様
々
な
病
気
や
症
状
に
対
す
る
薬

が
揃
い
、
カ
プ
セ
ル
・
錠
剤
・
点
眼
剤
な
ど
形

態
も
多
彩
で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
医
師
や
薬
剤
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

　
通
勤
・
勤
務
時
間
中
に
歩
き
や
す
い
靴
を
履

く
こ
と
で
、
自
然
と
歩
く
習
慣
を
身
に
付
け
る

福
井
発
の
県
民
運
動
「
ス
ニ
ー
カ
ー
ビ
ズ
」
の

推
進
の
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
鈴
木
大
地
長
官
を
招

き
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
き
ま
す
。
養
浩

館
庭
園
、
左
内
公
園
な
ど
幕
末
明
治
の
福
井
歴

史
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

り
ま
す
。

　

家
族
、
友
人
、

同
僚
の
み
な
さ
ん

で
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
　
時　
9
月
16
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
　
受
付
開
始
は
8
時
30
分

場　
　
所　
福
井
市
中
央
公
園（
福
井
市
大
手
）

ス
ポ
ー
ツ
庁 

鈴
木
大
地
長
官
と
歩
く
ス
ニ
ー
カ
ー
ビ
ズ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

定　
　
員　
先
着
５
０
０
人

コ
ー
ス　
一
般
コ
ー
ス　
約
6
㎞

　
　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス　
約
3
㎞

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
な
ど

問
合
せ
先　
県
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
３
５
２

　
8
月
9
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

第
1
回
越
前
町
学
校
教
育
環
境
調
査
委
員
会
を

開
き
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
児
童
・
生
徒

数
が
急
激
な
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
町
に
お
け

る
学
校
教
育
環
境
の
現
況
と
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
調
査
・
検
証
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
委
員
長
に
福

井
大
学
大
学
院
の
松
田
通
彦
客
員
教
授
を
選
出

し
、
今
後
も
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
を
町
全
体
で
現
実
的
な
問
題
と
認
識

し
て
、
将
来
の
学
校
教
育
に
対
す
る
展
望
を
協

議
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
地
域
住
民
、
未
就
学
児・児
童・生

徒
の
保
護
者
、
児
童・
生
徒
を
対
象
に
、
9
月

学
校
教
育
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

中
に
配
布
予
定
で
す
。
地
域
住
民
に
つ
い
て

は
、
無
作
為
抽
出
方
式
で
の
実
施
と
な
り
ま
す

の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
た
人
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課　
☎
３
４‒

８
７
１
６

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

厚
生
労
働
省
も
使
用
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

▲委嘱状を受け取る松田委員長（左）
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I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ



防災行政無線戸別受信機の設置をお願いします
防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

ワン

今月の　 ポイント  マイナちゃん
マイナちゃんとは　日本に昔から住んで
いるシロウサギの妖精のおんなのこです。

9月22日（土）は、メンテナンスのため、コンビニ交付サービスを休止
します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。

 問合せ先  住民環境課（☎34–8708）

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

第67回福井県消防操法大会
越前消防団宮崎地区第5分団　小型ポンプ操法の部第6位

2018消防ふれあいフェスタを開きます

9月9日は救急の日

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

　7月21日、福井県消防学校で第67回福井県消防操法大会が開かれ、鯖江・丹生消防協会代表として越
前消防団宮崎地区第5分団（齋藤雅裕分団長）が小型ポンプ操法の部に出場しました。
　町民のみなさんや関係者のみなさんから熱い声援を受け、大会では訓練の成果を十分に発揮すること
ができました。長期にわたりご協力と応援をいただき、誠にありがとうございました。

越前消防団宮崎地区第5分団一同

　町内保育園（所）の4・5歳児を対象に防火意識の高揚を図ることを目的とした消防
署とのふれあいイベントです。一般の人も見学可能です。町民のみなさんのご来場を
お待ちしています。

普通救命講習の定期開催について

毎月第2土曜日　午前9時～正午

鯖江・丹生消防組合消防署

平成30年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  7月16日～8月15日

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成30年度 越前町本庁舎サーバ室改修工事（その１） 西 田 中 3,121,200 前田建設㈱ 監 理 課

平成30年度 越前町本庁舎サーバ室改修工事（その２） 西 田 中 4,492,800 ㈲細川電工 監 理 課

平成30年度 鉄砲山公園施設改修工事 小 樟 4,600,800 ㈱大生 農林水産課

平成30年度 白浜（城崎）漁港護岸改良工事 高 佐 30,693,600 ㈱大生 農林水産課

平成30年度 越前温泉露天風呂漁火修繕工事 厨 16,610,400 ㈱大生 商工観光課

平成30年度 道の駅越前厨房改修工事 厨 7,722,000 橋本建設㈱ 商工観光課

平成30年度 町道東気比庄線橋梁補修工事詳細設計業務 気 比 庄 2,354,400 ㈱サンワコン 建 設 課

平成30年度 町道辻・上野２号線消雪施設整備工事詳細設計業務委託 織 田 2,646,000 ㈱サンワコン 建 設 課

平成30年度 町道上野・蝉口線道路詳細設計業務 上 野 5,054,400 ㈱サンワコン 建 設 課

平成30年度 トンネル・シェッド定期点検業務 玉 川 5,616,000 中央測量設計㈱ 建 設 課

平成30年度 路面性状調査・個別施設計画策定業務 朝日ほか 6,480,000 ニチレキ㈱ 
福井営業所 建 設 課

平成30年度 町道乙坂気比庄線消雪設備維持補修工事 市 2,829,600 ㈲細川電工 建 設 課

平成30年度 町営住宅（南団地）改修工事 織 田 7,948,800 坂口木材㈱ 定住促進課

平成30年度 越前中学校改修工事 大 樟 42,660,000 ㈱大生 学校教育課

平成30年度 社会教育施設天井耐震化工事設計業務 内 郡 4,773,060 大栗建築設
計事務所 生涯学習課

平成30年度 朝日総合運動場フェンス改修工事 内 郡 2,332,800 ㈱森下組 スポーツ振興課

大会出場選手

指揮者　武内　靖博

 1 番員　井上　高宏

 2 番員　井上　達也

 3 番員　高原　一典

補欠員　下宮　孝明

補助員　齋藤　大輔

日　時

場　所

先着15人

鯖江 ･ 丹生消防組合消防署　救急係
☎54–0119

定　員

申込先

日　時

場　所

9月4日（火）
午前9時30分～ 11時　

越前陶芸村文化交流会館
および駐車場

内　容

主　催

防災ヘリ訓練見学、消防車両・防災ヘリ見学、
消防服展示、避難訓練（煙体験）、
消防音楽隊演奏、防火寸劇など
※雨天時は内容を変更します。

越前町防火協会、鯖江・丹生消防組合

　
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
で
は
、
10
月
1
日
よ

り
、「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
と

は
、
聴
覚
、
言
語
機
能
ま
た
は
音
声
機
能
の
障

が
い
の
た
め
、
音
声
言
語
に
よ
る
通
報
が
困
難

な
人
を
対
象
に
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
利
用
し
、

消
防
車
や
救
急
車
の
要
請
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
利
用
に
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
本
部

　
情
報
管
制
課

　
☎
５
４‒

０
１
１
９

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
始
ま
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の
と
き
に
み

な
さ
ん
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険
料

の
納
め
忘
れ
が
続
く
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に

は
、
次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例

　
学
生
で
、前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
人
は
、申

請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

納
付
免
除

　
本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
、
失
業
な
ど
の

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

理
由
が
あ
る
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
（
4
分
の
1
～
4
分
の
3
）

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予

　
50
歳
未
満
の
人
（
学
生
を
除
く
）
で
、本
人
、

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

　
健
康
保
険
課　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
０
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総
務
省
で
は
、
平
成
30
年
10
月
1
日
現
在
で

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る
最
も
重
要

な
調
査
で
、
全
国
約
３
７
０
万
世
帯
を
対
象

と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。 

　
調
査
で
は
、
住
宅
数
や
居
住
状
況
だ
け
で
な

く
、
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
居
住
環
境
、
耐
震

性・防
火
性
な
ど
の
住
宅
性
能
水
準
の
達
成
度
、

土
地
の
利
用
状
況
の
ほ
か
、「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
空
き
家
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が
調
査
書
類
を

配
布
し
ま
す
。
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
配
布
さ
れ
た
調
査
票
で
お
願
い
し
ま
す
。 

　

な
お
、
集
め
ら
れ
た
調
査
票
の
記
入
内
容

は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま

す
。
統
計
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係

者
が
、
調
査
で
知
り
得
た
内
容
を
漏
ら
し
た

り
、
統
計
を
作
成
、
分
析
す
る
目
的
以
外
に
調

査
票
を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
行
為
は
、
統
計
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

　
空
き
家
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
、
管
理
さ
れ

て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
自
宅
や
実
家
が
空
き

家
に
な
る
見
込
み
の
人
を
対
象
と
し
た
、
相
談

会
を
開
き
ま
す
。
相
続
や
売
買
な
ど
、
空
き
家

に
関
す
る
お
悩
み
を
各
分
野
の
専
門
家
に
無
料

で
相
談
で
き
ま
す
。

日　
　
時　
9
月
19
日
㈬　
午
後
1
時
～
4
時

会　
　
場　
越
前
町
役
場
別
館

　
「
働
い
て
み
た
い
」
と
お
考
え
の
み
な
さ
ん

の
は
じ
め
の
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
講
師
に

迎
え
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と

具
体
的
な
働
き
方
に
つ
い
て
県
内
企
業
と
直
接

話
が
で
き
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
無
料
、
服
装
自
由
、
書
類
の
準
備
は
不

要
で
す
。
年
齢
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
恒
例
の
矯
正
展
を
今
年
も
開
き
ま
す
。

刑
務
所
の
施
設
見
学
会
や
刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
楽
し
い
企
画

が
満
載
で
す
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
9
月
9
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

場　
　
所　
福
井
刑
務
所（
福
井
市
一
本
木
町
）

「
空
き
家
無
料
相
談
会
」
の
ご
案
内

「
ち
ょ
こ
っ
と
働
く
シ
ニ
ア
相
談
会
」
の
ご
案
内

第
35
回
福
井
矯
正
展

対　
　

象　
町
内
に
あ
る
空
き
家
の
所
有
者
ま

た
は
管
理
者
の
人
（
今
後
、
空
き

家
を
所
有
す
る
見
込
み
の
人
を
含

む
）
で
、
管
理
や
処
分
方
法
な
ど

に
お
困
り
の
人

相
談
員　
司
法
書
士
、
宅
地
建
物
取
引
士
、

建
築
士

問
合
せ
先　
定
住
促
進
課　
☎
３
４‒

８
７
２
７

日　
　
時　
9
月
25
日
㈫

　
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
　
午
後
1
時
30
分
～
2
時

　
　
　
　
　
相
談
会
　
　
午
後
2
時
～
4
時

会　
　
場　
越
前
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

主　
　
催　
福
井
県

問
合
せ
先　
ア
イ
ビ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
㈱

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
９‒

０
８
８
８

問
合
せ
先　
福
井
刑
務
所
企
画
部
門（
作
業
担
当
）

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

３
６‒

３
２
２
２

　
県
司
法
書
士
会
と
公
益
社
団
法
人
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
福
井
県
支
部

で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
た
め
の
成
年
後

見
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

日　
　
時　
9
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
　
所　
司
調
合
同
会
館
（
福
井
市
下
馬
）

相
談
料　
無
料

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の
成
年
後
見
相
談
会
の
お
知
ら
せ

相
談
例

　
◦
ひ
と
り
暮
ら
し
の
今
後
が
不
安

　
◦
知
的
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が
心
配

　
◦
認
知
症
の
親
の
財
産
管
理　
な
ど

問
合
せ
先

　
福
井
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
７
７
６‒

４
３‒

０
６
０
１

「
中
退
共
」
制
度
と
は

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
設
け
ら

れ
た
中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制
度

で
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
有
利

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
は
新
規
加
入
や

掛
金
月
額
を
増
額
す
る
場
合
、
掛
金
の
一
部

を
国
が
助
成
し
ま
す
。
掛
金
は
、
全
額
非
課

税
で
、
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

社
外
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

◦
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金
試
算

額
を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接
従
業
員
へ

支
払
わ
れ
ま
す
。

◦
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
も
ご
加
入
い
た
だ

け
ま
す
。

「
中
退
共
」
の
退
職
金
制
度
な
ら
掛
金
に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

問
合
せ
先

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３‒

６
９
０
７‒

１
２
３
４

　
織
田
文
化
歴
史
館
、町
立
図
書
館
織
田
分
館
、

雨
田
光
平
記
念
館
は
、
保
管
資
料
の
く
ん
蒸
、

展
示
替
、
蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の
期
間
中
は

休
館
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間

　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
9
月
18
日
㈫
～
28
日
㈮

　
町
立
図
書
館
織
田
分
館

　
　
9
月
18
日
㈫
～
25
日
㈫

※
期
間
中
の
図
書
の
返
却
は
、
返
却
用
ポ
ス

ト
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
町
内
他
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

織
田
文
化
歴
史
館
と
雨
田
光
平
記
念
館
の
臨
時
休
館
の
お
し
ら
せ

雨
田
光
平
記
念
館

　
9
月
18
日
㈫
～
10
月
3
日
㈬

問
合
せ
先　

　
織
田
文
化
歴
史
館
・
町
立
図
書
館
織
田
分
館

　
　
☎
３
６‒

２
２
８
８

　
雨
田
光
平
記
念
館

　
　
☎
３
６‒

２
６
６
６

　
公
正
証
書
と
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ

た
公
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
す
。
遺
言
や
不

動
産
の
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
の
支
払

い
な
ど
の
契
約
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
こ
と

で
、
争
い
を
未
然
に
防
ぎ
、
大
切
な
資
産
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
公
証
週
間
中
に
、
次
の
と
お
り
休
日
相
談
を

無
料
で
実
施
し
ま
す
。

休
日
相
談

　
日
　
時　
10
月
6
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時

　

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
さ
ら
さ
れ
る
作
業

に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
中
皮
腫
、
肺

が
ん
な
ど
の
石
綿
関
連
疾
患
を
発
症
し
た
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
労
働
保
険
法
に
基
づ
く

保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
関
連
疾
患
は
、
発
症
ま
で
の
期
間
が
非

常
に
長
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
過
去
に
石
綿
に

さ
ら
さ
れ
る
作
業
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に

10
月
1
日
か
ら
7
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す

石
綿
関
連
疾
患
に
関
す
る
労
災
補
償
制
度

　
場
　
所　
武
生
公
証
役
場
（
越
前
市
京
町
）

　
内
　
容　
遺
言
・
任
意
後
見
契
約
、
金
銭
の

貸
借
契
約
、
養
育
費
の
支
払
い
契

約
、
尊
厳
死
宣
言
な
ど

日
本
公
証
人
連
合
会
電
話
相
談

　
日
　
時　
10
月
6
日
㈯
～
7
日
㈰　

　
　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
4
時
30
分

　
☎
０
３‒

３
５
０
２‒

８
２
３
９

問
合
せ
先　
武
生
公
証
役
場　
☎
２
３‒

５
６
８
９

は
、
給
付
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
石
綿
に
関
す
る
情
報
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
労
働
局　
労
災
補
償
課

　
　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
６
５
６

　
武
生
労
働
基
準
監
督
署

　
　
☎
２
３‒

１
４
４
０

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
の
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
防
止

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑤
交
通
安
全
３
Ｓ
＋
2
ア
ク
シ
ョ
ン
の
励
行

　
【Save Silver

】
高
齢
者
の
事
故
抑
止

　
【Save C

hild

】
子
ど
も
の
事
故
抑
止

　
【Slow

 D
ow

n

】
ゆ
と
り
あ
る
速
度
で
の
運
転

　
【
交
通
事
故
が
起
き
に
く
い
環
境
づ
く
り
】

　
【
ク
ル
マ
に
頼
り
過
ぎ
な
い
社
会
づ
く
り
】

⑥「
国
体
・
障
ス
ポ
」
に
向
け
た
交
通
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
推
進

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

を
身
に
着
け
事
故
の
な
い
越
前
町
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

9
月
21
日
か
ら
30
日
は
「
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
」
で
す

9
月
は
「
高
齢
者
交
通
安
全
推
進
月
間
」
で
す

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
道
路
を
利
用
で
き
る
交

通
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
県
民
総
ぐ
る
み
で

交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１
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夢で良い数え切れない諭吉翁	 笹下　利行
老いたりも花のにおいのある暮らし	 富田コズエ川 柳

　

取
引
、
証
明
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
計
量
器

（
は
か
り
）
は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
2

年
に
1
度
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
町
内
で
の
検
査
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す
。
該
当
す
る
計
量
器
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

　
9
月
18
日
㈫

　　
午
前
9
時
45
分
～
正
午

　
　
　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

　
　
　
越
前
町
役
場
別
館

　
9
月
19
日
㈬

　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
　
　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

　
　
　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

「
計
量
器
（
は
か
り
）」
の
定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

対
象
に
な
る
計
量
器
（
具
体
例
は
表
を
参
照
）

　
◦
非
自
動
は
か
り

◦
分
銅
や
お
も
り
で
検
定
証
印
ま
た
は
基
準

適
合
証
印
が
あ
る
も
の

対
象
に
な
ら
な
い
計
量
器
（
具
体
例
は
表
を
参
照
）

◦
取
引
・
証
明
用
以
外
の
計
量
器

◦
1
目
盛
り
が
10
㎎
未
満
の
計
量
器

◦
定
期
検
査
に
代
わ
り
計
量
士
に
よ
る
代
検

査
（
法
第
25
条
）
を
受
検
し
た
計
量
器

定
期
検
査
の
対
象
で
あ
る
が
、
検
査
を
免
除
さ

れ
る
計
量
器

◦
定
期
検
査
済
シ
ー
ル
に
表
示
さ
れ
た
年
月

の
翌
月
か
ら
1
年
を
経
過
し
て
い
な
い
計

量
器

◦
製
造
さ
れ
た
年
月
の
翌
月
か
ら
1
年
を
経

過
し
て
い
な
い
計
量
器

問
合
せ
先　
商
工
観
光
課　
☎
３
４‒

８
７
２
０

対
象
に
な
る
計
量
器

対
象
に
な
ら
な
い
計
量
器

○
商
店
・
露
店
・
行
商
な
ど
で
商
品
の
売
買
に
使

用
す
る
は
か
り

○
病
院
・
薬
局
な
ど
で
調
剤
に
使
用
す
る
は
か
り

○
病
院
・
学
校
・
保
育
園
・
老
人
保
健
施
設
な
ど

で
身
体
検
査
用
に
使
用
す
る
は
か
り

○
貨
物
の
運
賃
算
出
な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り

○
農
水
産
物
な
ど
の
売
買
・
出
荷
に
使
用
す
る

は
か
り

○
工
場
・
事
業
場
な
ど
で
、
材
料
の
購
入
・
製
品

の
販
売
・
出
荷
に
使
用
す
る
は
か
り

○
カ
レ
ー
、
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
ご
飯
や

肉
な
ど
を
重
さ
に
よ
り
販
売
す
る
目
的
で
使

用
す
る
は
か
り

○
家
庭
用
は
か
り
（
キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル
・
ヘ

ル
ス
メ
ー
タ
ー
な
ど
）

○
公
衆
浴
場
な
ど
で
使
用
す
る
自
己
の
健
康
管

理
用
に
使
用
す
る
は
か
り

○
食
品
加
工
場
・
飲
食
店
な
ど
で
調
配
合
に
使

用
す
る
は
か
り

○
郵
便
物
の
試
し
は
か
り
と
し
て
使
用
す
る
は

か
り

○
肥
料
の
配
合
・
生
産
物
の
自
己
管
理
用
と
し

て
使
用
す
る
は
か
り

○
事
業
場
な
ど
で
製
造
工
程
中
に
使
用
す
る
は

か
り

　
底そ

こ

曳び

き
網
漁
が
解
禁
と
な
る
9
月
、
越
前
海

岸
で
は
、
1
年
で
も
っ
と
も
多
く
の
種
類
の
魚

が
と
れ
、
漁
港
は
活
気
づ
き
ま
す
。
越
前
さ
か

な
ま
つ
り
は
「
見
て
、
買
っ
て
、
味
わ
え
る
」

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

越
前
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
や
、

町
内
で
収
穫
さ
れ
た
農
作
物
を
販
売
す
る
て
ん

ぐ
り
も
ん
市
場
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
調
理
し
た

グ
ル
メ
屋
台
、
さ
か
な
の
つ
か
み
取
り
体
験
や

漁
船
乗
船
体
験
な
ど
漁
師
気
分
が
味
わ
え
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
さ
ら
に
充
実
。
ス
テ
ー
ジ
で
は

魚
合
わ
せ
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
魚
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

越
前
の
魚
の
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
イ
ベ
ン
ト

に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
9
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時
ま
で

場　
　
所　
越
前
町
厨
漁
港
広
場

問
合
せ
先　
越
前
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

１
２
３
４

第
8
回
越
前
さ
か
な
ま
つ
り

▲さかなのつかみ取り体験▲漁船乗船体験

▲グルメ屋台

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
講
演
会『
植
物
が
支
え
る
地
球
の
命
』

　
菌
類
・
コ
ケ
植
物
な
ど
の
写
真
家
、
糞ふ

ん

土ど

師し

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
伊
沢
正
名
氏
を
講
師

に
、
糞
を
土
に
返
す
自
然
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

開
催
日　
9
月
9
日
㈰

定　
　
員　
60
人（
当
日
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

参
加
費　
無
料
（
入
園
料
別
）

●
講
演
会
「
植
物
が
支
え
る
地
球
の
命
」

　
時 

間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
野
外
講
座
「
葉
っ
ぱ
の
魅
力
再
発
見
」

　
時 

間　
午
後
1
時
～
3
時
（
小
雨
決
行
）

『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
』

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
お
馴
染
み
の
モ
ン
ス
タ
ー
が

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

日　
　
時　
9
月
22
日
㈯
～
10
月
31
日
㈬　
　

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

植
物
館
内
に
隠
れ
て
い
る
モ
ン
ス
タ
ー
を
み

つ
け
だ
そ
う
。
見
つ
け
た
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

も
ら
え
る
よ
。

●
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
壁
掛
け
作
り

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
壁
掛
け
を
作
っ
て
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
気
分
を
盛
り
上
げ
よ
う
。

参
加
費　
５
０
０
円
（
入
園
料
別
）

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア 

秋
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

入
園
料　
大　
人　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

■
あ
こ
が
れ
て
い
た
職
場
に
就
職
し
ま
し
た

　
越
前
町
漁
業
協
同
組
合
に
勤
務
し
て
4
年
目
の
荒
矢
さ
ん
は
現
在
、
漁
師
さ

ん
た
ち
の
指
導
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

漁
師
さ
ん
や
職
場
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
に
あ
こ
が
れ
て
漁
業
協
同
組
合
に
就
職
し
、
改
め
て
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
の
職
場
で
、
就
職
し
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
越
前
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
や
は
り
海
。
毎
日
海
を
見
な
が
ら
、
海
に
か
か

わ
る
仕
事
が
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
休
日
は
、
水
泳
を
し
て
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
荒
矢
さ
ん
は
、
水
泳
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
た
ご
両
親
の
影
響
も
あ
り
、
水
泳
の
腕
前
も
か
な
り

の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
も
趣
味
の
一
つ
。
休
日
は
趣
味
に
没
頭
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
そ
う
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
人
に
向
け
て
一
言

　
社
会
に
出
て
、
仕
事
を
始
め
る
と
、
理
不
尽
な
こ
と
や
納
得
い
か
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
時
に
は
我
慢
も
必
要
で
す
。

　
我
慢
し
た
分
、
楽
し
い
こ
と
や
う
れ
し
い
こ
と
も
増
え
て
い
き
ま
す
よ
。

越前町漁業協同組合

荒
あ ら

矢
や

　悟
さとる

さん
（28歳　越前町在住）

輝いてます！

働く若者

Shining
working youth

第7回

▲ハロウィン壁掛け ▲伊沢正名 氏
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こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第36回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

子の姿親のゆとりのバロメーター	 松村　典子
老いてなお心のゆとり幸を呼ぶ	 武藤　久子川 柳 羊の数群れとなっても来ぬ睡魔	 渡辺　照子

身に合ったゆとりの暮らし笑いじわ	 山田千栄子川 柳

9月の休館日　3・10・18・25日　　開館時間　午前9時 ～午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　9月のイベント情報

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200
問合せ先　健康保険課　☎34–8710

  運　動
◦毎日プラス10分をめざし、今より多くからだを

動かしましょう。
 ウォーキングやラジオ体操など自分にあった運動

をとりいれましょう。

  食　事
◦毎日プラス1皿をめざし、今より多く野菜を摂り

ましょう。
 1日野菜の必要量は350g です。日本人は毎日

280g 摂取しているといわれているので、あと70g
追加しましょう。

 70g 分の野菜（例…きゅうり1本、ピーマン2個、
ナス1本、トマト1/2個、玉ねぎ1/4個）

◦減塩1日マイナス2g をめざしましょう。（例…梅
干し1個）

えちぜん健康チャレンジの
生活習慣改善チャレンジを
利用して健康づくりを実践
しましょう。

　「今は元気だから大丈夫」と思っていませんか？自覚症状がないときから健康づくりを行うこと
で、将来の健康寿命をのばすことにつながります。今からできることを始めてみましょう。

えちぜん健康チャレンジとは
次のA・B・Cで合計60ポイントたまったら、記念品と交換できます。

　平均寿命と健康寿命との差は男性で約 9 年、女性で約12年あり、この間は病気や要介護などで過ごしていること
になります。元気で自立し健康的な毎日を送ることができる「健康寿命」を延ばすためには、病気の早期発見や治
療とともに運動・食事・禁煙など生活習慣の改善が大切です！

出　　典　平均寿命…平成27年都道府県別生命表の概況（厚生労働省）
　　　　　健康寿命…第11回健康日本21推進専門委員会資料（厚生労働省）

  禁　煙
◦喫煙を続けると、がんや慢性呼吸器疾患のリスク

が増える他、血管を細く硬くする作用もあるの
で、心筋梗塞や脳卒中につながるリスクも高くな
ります。自分のためだけでなく、まわりの人（受
動喫煙）のためにも禁煙しましょう。

  健康診断・がん検診
◦生活習慣病やがんは早期には自覚症状がなく、気

づかないうちに進行してしまうことがあります。
生活習慣病をおこす血管の変化は１０年～１５
年かけてじわじわと進んでいきます。血管を傷つ
ける危険因子があるかどうかを毎年チェックする
ことが重要です。健診結果に応じて保健師や栄養
士が生活改善の取組みを支援しています。

9月は健康増進普及月間です

陶 と「北欧生地で作るブローチ」と 花

日　時　9月16日（日）　午後1時30分～
場　所　越前陶芸村文化交流会館ロビー
参加費　1,000円（材料費込）

おしゃれな北欧生地とパーツを使って、ブローチ作りにチャレンジ！

　越前焼の器で「美味しい器展テーブルコーディ
ネートコンテスト」を開催。日々の食卓を彩るヒ
ントや提案がいっぱいの越前焼コーディネート
で、秋の味覚を楽しむ特別な器に出会えるかも。

会　　　期　9月15日（土）～10月28日（日）
期間中休館日　毎週月曜日
　　　　　　祝日の場合はその翌日
時　　　間　午前9時～午後5時
　　　　　　（最終入館は午後4時30分）
場　　　所　越前陶芸村文化交流会館ロビー
入　館　料　無料

【展示作品はご購入いただけます】

美味しい器展2018

　

幕
末
明
治
福
井
一
五
〇
年
博
の
一
環
と
し

て
、
織
田
文
化
歴
史
館
で
指
定
文
化
財
を
含
め

た
文
化
財
の
特
別
展
示
を
開
き
ま
す
。

　
特
別
展
示
で
は
、
越
知
山
大
谷
寺
に
伝
わ
る

「
越
知
山
開
運
講
」、
上
野
順
藝
が
校
合
を
お
こ

幕
末
明
治
福
井
一
五
〇
年
博　
特
別
展
示
「
幕
末
明
治
の
越
前
町
」
開
催
の
お
知
ら
せ

な
っ
た
「
黄
檗
版
一
切
経
」、
日
本
六
古
窯
の

ひ
と
つ
で
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
越
前

焼
」、
越
前
二
の
宮
・
劔
神
社
に
遺
さ
れ
た
歴

史
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

会　
　
期　
９
月
29
日
㈯
～
12
月
２
日
㈰

開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
最
終
入
館
は
午
後
5
時
30
分

休
館
日　
毎
週
月
曜
日

 

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

観
覧
料　
一　
般　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
団　
体　
（
20
人
以
上
）
80
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
は
無
料

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　
☎
３
６‒

２
２
８
８

お
茶
席
の
楽
し
み
方

　
「
興
味
が
あ
る
け
ど
機
会
が
な
か
っ
た
」
と

い
う
人
に
ぴ
っ
た
り
の
、
初
め
て
の
お
茶
席
体

験
で
、
茶
会
を
楽
し
む
基
本
の
お
作
法
を
お
伝

え
し
ま
す
。
席
入
り
や
お
菓
子
・
抹
茶
の
い
た

だ
き
方
な
ど
、
お
気
軽
に
体
験
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。 お

茶
席
の
楽
し
み
方
＆
重
陽
の
節
句
の
お
茶
会重

陽
の
節
句
の
お
茶
会

　
五
節
句
の
ひ
と
つ
、
別
名
「
菊
の
節
句
」
に

お
茶
席
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
秋
の
風

情
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　
　
時

　【
お
茶
席
の
楽
し
み
方
】

　
　
9
月
2
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　【
重
陽
の
節
句
の
お
茶
会
】

　
　
9
月
9
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
場
　
所　
福
井
県
陶
芸
館　
茶
苑

　
定
　
員　
【
お
茶
席
の
楽
し
み
方
】　　
10
人

　
　
　
　
　
【
重
陽
の
節
句
の
お
茶
会
】　
15
人

参
加
費　
１
，０
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
県
陶
芸
館

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
８‒

３
２‒

２
１
７
４

12.28 年

60 70 80 90 100

平均寿命

健康寿命

平均寿命

健康寿命

81.27 歳

72.45 歳 8.82 年

87.54 歳

75.26 歳

男　性

女　性
（平均寿命と健康寿命との差）

（平均寿命と健康寿命との差）

平均寿命と健康寿命の差（福井県）

Ａ．健康づくりの実践　30ポイント
自分にあった目標を決めて20日以上実践する

Ｂ．健康診断の受診（健診、がん検診）　20ポイント
Ｃ．町が主催する健康講座の受講など　1回10ポイント

発売場所　越前陶芸村文化交流会館・各コミュニ
ティセンター（開庁時間のみ販売）

出 演 者　平ちゃんバンド・南ゆかり・佐々木詩菜・
和製ケビン・山田友雄、薫里・越乃ひかる

	 友情出演　鈴木幸一（人形劇）
	 　　　　　福井ニューサウンズオーケストラ

広報 えちぜん17 平成30年９月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 16平成30年９月号

I n f o r m a t i o nえちぜん



熱帯夜羊の数が増え出した	 司辻　文子
隅にある蕾みも何時か花が咲く	 向当みつ子川 柳 両親の数えきれない深い恩	 山内　千代

想い出は心の隅に置いておく	 山谷　ゆり川 柳

図書館を上手に利用しよう！図書館だ
より

宮崎分館では、現在『防災』をテーマに本の展示を行っています。
7月の記録的な集中豪雨で不安な気持ちになった人も多いのではないでしょうか。

この機会に、家族で、地域で、防災について考えてみましょう。

※この他にもあります。
　お気軽に問い合わせください。

問合せ先　町立図書館  ☎34–0395　越 前 分 館  ☎37–7713
　　　　　宮 崎 分 館  ☎32–7713　織 田 分 館  ☎36–2288

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
9 月 2 日㈰ 織田病院 ☎36–1000
9 月 9 日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
9 月16日㈰ 両林医院 ☎37–0005
9 月17日㈪ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
9 月23日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
9 月24日㈪ 織田病院 ☎36–1000
9 月30日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥1歳6か月児健診
9 月13日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科健診
9 月18日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
9 月10日㈪ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥離乳食教室（予約制）
9 月 4 日㈫ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

9 月 3 日㈪
午前 9 時～ 10時 山中児童館 ● ●
午後 1 時～ 2 時 朝日保健センター ● ● ● ●

9 月26日㈬
午前 8 時30分～ 10時30分

越前コミュニティセンター
● ● ●

午後 1 時～ 2 時 ● ● ● ●

9 月27日㈭
午前 8 時30分～ 10時30分

織田コミュニティセンター
● ● ●

午後 1 時～ 2 時 ● ● ● ●
※　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。

♠集団健診日程（予約制）

♦介護おはなし会（予約制）
9 月27日㈭ 午前11時～午後 2 時30分 交流会（なぎさの湯）

♦無料法律相談会（予約制）
9 月25日㈫ 午後 1 時～ 4 時 越前地域福祉センター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日　子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター
第1 ～ 4土曜日　午前 9 時30分～午後 2 時まで 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
9 月 4 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター
9 月11日㈫ 社会福祉センター
9 月18日㈫ 織田コミュニティセンター
9 月25日㈫ 越前地域福祉センター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

♠心をいやす相談会（予約制）
9 月25日㈫ 午前 9 時30分～正午 越前町役場別館

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　妊娠中はマタニティ教室で、栄養士に食事についての相談ができました。病院
では、妊婦健診で特に異常がなく、じっくり相談や指導を受ける機会がなかった
ので、大変参考になりました。
　産後は、成長発達過程や授乳方法、赤ちゃんの扱い方・接し方などほとんど分
からないまま退院したため不安でしたが、退院直後に子育て世代包括支援セン
ターの助産師さんに来ていただいて相談ができたので、安心して育児に取り組む
ことができました。入院中から生後間もなくは、母乳を飲んでもらうことが難し
く、助産師さんに「生後3か月くらいになったらスムーズにできるようになりま
すよ。」と言われ、「そこまでが長いな。」と感じ心が折れそうになりましたが、助

言を信じ、頑張ったおかげで、今ではすべて母乳による育児ができていま
す。センター利用2回目以降は、役場に訪れた際に、みなさんから“宗

しゅう

花
か

ちゃん”と名前で呼んでいただき、受け入れてもらえていると感じ、とて
も相談しやすい雰囲気だなと思いました。これからも、離乳食教室など参
加していきたいと思っています。

北野  宗
しゅう

花
か

 ちゃん
（H30.2.26生）

利用されているお父さん、お母さんの声を聞いてみました。

子育て世代包括支援センターだより
│

│

│
├ ├

├A word from the international arena...

Vol.141
国際交流室から一言

オーストラリアの訪問団が越前町に来ます！

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　9月23日（日）から10月1日（月）の間、南オーストラリ
ア州のバードウッド高校の生徒が越前町を訪れます。滞在中
はホームステイ先で日本の生活を体験しながら、町内外で活
動し、交流を深める予定です。
　今回は、オーストラリアから生徒8人と引率者2人が、町
内の中学校と丹生高校の授業に参加し、越前町の生徒と交流
します。
　また、オーストラリアにない給食を一緒に食べるなど、授
業以外でも日本の学校生活を体験してもらいます。そのほか、
過去の交流事業参加者やホストファミリー、丹生高校の生徒
との交流会や宿泊交流も企画していて、様々な世代の人と交
流の輪を広げていきたいと思います。
　訪問団は、1か月ほど日本に滞在し、最初の10日間は町内
で過ごします。彼らにとって初めて過ごす日本の町、それが
越前町です。ぜひ、訪問団のみなさんを見かけたらあたたか
い声をかけてください。訪問団と町民にとって意義のある交
流にしたいと考えていますので、ご協力とご支援をお願いし
ます。

┨お父さん・お母さんから┨

宗
しゅう

花
か

ちゃんへ

越前町職員のみなさん
からの

助けをいただいて、こ
れから

もどんどん元気に大き
くなっ

てほしいなあ。

『地震がおきたら』　原案／谷敏行　文／畑中弘子　絵／かなざわまゆこ
地震がおきたら、自分で自分のからだを守り、協力して助け合うことが大切ということがよくわかる1冊。
家族で読んでみるのもよいですね。

『津波！！命を救った稲むらの火』　原作／小泉八雲　文・絵／高村忠範
1854年（嘉永7年／安政元年）の安政南海地震津波に際しての出来事をもとにした物語。災害時におけ
る素早い対応の大切さがわかります。

　児　童　書

『天災・人災格言集』　著／平井敬也
古今東西の防災名言と地震災害研究家などのいざという時に役立つ112の名言集です。

『防災時に役立つ　かんたん時短、「即食」レシピ　もしもごはん』　著／今泉マユ子
「即」作れて、「即」食べられる「即食」レシピやポリ袋を使った温かい料理の作り方を紹介。家族、地域
のためにマスターしておきたいですね。

　一　般　書

▲越前焼に挑戦

▲中学校での習字体験

広報 えちぜん 18平成30年９月号広報 えちぜん19 平成30年９月号

I n f o r m a t i o nえちぜん



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

あの顔で隅に置けない発展家	 原　　榮子
数えれば悲喜こもごもの涙壺	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 20平成30年９月号広報 えちぜん21 平成30年９月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所  9 月 6 日（木） 34–5602

朝 日 南 保 育 所  9 月18日（火） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所  9 月11日（火） 34–0081

あさがお保育園  9 月11日（火） 34–1110

宮崎中央保育所  9 月 3 日（月） 32–2067

小 曽 原 保 育 所  9 月12日（水） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
8
月
15
日
現
在
）

（
8
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（8月1日現在）

　
こ
の
写
真
は
、
町
内
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
も
の
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　
朝
日
、
宮
崎
、
織
田
地
区
の
環
状
ル
ー
ト
左
回
り
を

走
る
バ
ス
と
越
前
地
区
内
を
巡
回
す
る
バ
ス
の
2
台
が

あ
り
、
走
る
広
告
塔
と
し
て
、
10
月
4
日
か
ら
8
日
ま

で
町
営
朝
日
総
合
運
動
場
と
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
開
か

れ
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ラ
ス
ト
は
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
を
す
る
国
体
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ぴ
り
ゅ
う
」
を
メ
イ
ン
に
、
福

井
県
選
手
団
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
黄
色
と

会
場
コ
ー
ト
の
青
と
緑
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
表
紙
の
四
字
熟
語
「
一
致
団
結
」
は
、
共
通
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
人
が
心
を
一
つ
に
協

力
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
選
手
た
ち
は
全
力
で
プ

レ
ー
し
、
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の

熱
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人　口	 21,740人

　男	 10,537人
　女	 11,203人
世帯数	 7,245戸

（前月より41人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中 

三み

谷た
に　
　

碧あ
お

（
康
博
、
女
）

朝　

日 

大だ
い

道ど
う　

楽が
く

心し

（
俊
明
、
男
）

朝　

日 

佐さ
さ々

木き

琥こ

大た

朗ろ
う

（
敬
祐
、
男
）

上
川
去 

斉さ
い

藤と
う　

晄こ
う

希き

（
英
隆
、
男
）

気
比
庄 

大お
お

林ば
や
し　
　

舜
み
つ
き（

司
、
男
）

天　

王 

内な
い

藤と
う　

涼
り
ょ
う
太た

（
寛
公
、
男
）

宝
泉
寺 

中な
か

村む
ら　

陽は
る

翔ひ

（
裕
之
、
男
）

下
糸
生 

牛う
し

若わ
か

実み

乃の

里り

（
洋
之
、
女
）

小　

樟 

山や
ま

下し
た　

湊そ
う

也や

（
弘
嗣
、
男
）

茂　

原 

木き

村む
ら　

吏り

壱い
ち

（
達
矢
、
男
）

寺　

家 

岩い
わ

渕ぶ
ち　

夏な
つ

芽め

（
心
、
女
）

杉
の
花 

カ
ル
ボ
ナ
リ
凛り
睦ち
か

（
タ
ケ
シ
、
女
）

大
王
丸 

柿か
き

内う
ち　

彩あ
や

芽め

（
サ
イ
モ
ン
ノ
ア
、 女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
63

―
特
別
展
示 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

9月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！

幕末明治まんがフェア
【放送中～9月7日㈮】

えちぜん男女共同参画のつどい
【9月8日㈯～9月21日㈮】

国体出場選手インタビュー
【9月22日㈯～10月5日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
軟式少年野球チーム　越前ニューヒーローズ
9月8日㈯～9月 14日㈮
朝日ホッケースポーツ少年団
9月29日㈯～10月 5日㈮

■ 「黒沢博の…ありがとな」
福井の自然に魅せられて
セカンドライフをイキイキと！
9月8日㈯～9月 14日㈮

学芸員 M

Ｅ子

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
。ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
つ
づ
き
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

こ
ん
に
ち
は
。ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

前
回
ま
で
、日
本
遺
産
と
な
っ
た
越
前
焼
の
歴
史

に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
た
し
か
、
明
治

時
代
の
色
絵
陶
器
の
話
で
し
た
ね
。
今
回
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。

学
Ｍ 

今
年
は
、
明
治
元
年（
一
八
六
八
）
か
ら
一
五
〇

年
後
に
あ
た
る
記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、

県
で
は「
幕
末
明
治
福
井
一
五
〇
年
博
～
ニ
ッ
ポ

ン
の
夜
明
け
は
福
井
か
ら
～
」
と
題
し
、
３
月
24

日
よ
り
、県
内
の
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｅ
子 

ち
ょ
う
ど
、
今
年
は
県
内
で
国
民
体
育
大
会「
福

井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」と
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」
が
開
か
れ

ま
す
ね
。

学
Ｍ 

県
外
か
ら
多
く
の
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。ぜ
ひ
、ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
く
、歴
史
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
、
近
代
日
本
の
礎
を

築
い
た
福
井
の
先
人
の
功
績
や
当
時
の
暮
ら
し
ぶ

り
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

越
前
町
で
は
、「
幕
末
明
治
福
井
一
五
〇
年
博
」
に

合
わ
せ
、ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

７
月
21
日
か
ら
、織
田
文
化
歴
史
館
の
文
化
交
流

ホ
ー
ル
に
て
、「
幕
末
明
治
マ
ン
ガ
フ
ェ
ア
」を
開

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
を
中

心
と
し
た
歴
史
マ
ン
ガ
や
図
書
を
開
架
し
、歴
史

に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。歴
史
資
料
館
と
図
書
館
が
併
設
さ
れ
る

織
田
文
化
歴
史
館
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

Ｅ
子 

会
期
中
、子
ど
も
向
き
の
行
事
も
あ
る
と
聞
き
ま

し
た
。

学
Ｍ 

９
月
に
は
司
書
に
よ
る「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」や「
け

ん
玉
教
室
」、10
月
は「
お
は
な
し
会
と
提
灯
づ
く

り
」、
11
月
は「
お
は
な
し
会
と
カ
ル
タ
で
遊
ぼ

う
」
を
開
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
事
前
に
申
込
み
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
町
立
図
書
館
織
田
分
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

歴
史
資
料
館
で
は
、ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

国
民
体
育
大
会
の
開
催
に
あ
わ
せ
、
９
月
29
日

（
土
）
か
ら
、
特
別
展
示「
幕
末
明
治
の
越
前
町
」

を
開
き
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
れ
ま
で
、
織
田
文
化
歴
史
館
の
展
示
で
は
古
代

や
中
世
の
歴
史
を
扱
う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

幕
末
を
テ
ー
マ
に
す
る
の
は
始
め
て
で
す
よ
ね
。

学
Ｍ 

そ
の
と
お
り
で
す
。昨
年
は
、白
山
開
山
一
三
〇
〇

年
を
記
念
し
て
、
泰
澄
に
関
す
る
企
画
展
覧
会
を

開
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
、古
代
・
中
世
の
信
仰

や
越
前
焼
の
歴
史
な
ど
を
中
心
に
展
示
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 

実
は
、幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
お
け
る
越
前
町
の

歴
史
を
見
る
と
、様
々
な
テ
ー
マ
で
注
目
す
べ
き

文
化
財
が
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
特
別
展
示
で
は
、
こ

れ
ら
文
化
財
を
一
堂
に
展
示
し
、幕
末
・
明
治
期

の
町
の
歴
史
を
様
々
な
視
点
か
ら
描
い
て
い
き

ま
す
。

Ｅ
子 

こ
れ
ま
で
に
な
い
試
み
で
す
ね
。

学
Ｍ 

会
期
中
、記
念
講
演
会
を
３
回
に
わ
た
っ
て
開
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
月
の
広
報
え
ち
ぜ
ん
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Ｅ
子 

と
て
も
、楽
し
み
で
す
。

学
Ｍ 

次
回
か
ら
は
、特
別
展
示
の
み
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
、

ご
案
内
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
福
井
国
体
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
昭
和
43
年

に
福
井
県
で
開
か
れ
た
第
23
回
国
民
体
育
大
会
か
ら
50

年
ぶ
り
、
２
巡
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
国
体
は
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
国
内
最
大
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
、「
冬
季
大
会
」
と
「
本
大
会
」
の
競
技
得
点
の
合
計

を
競
う
都
道
府
県
対
抗
方
式
で
開
か
れ
、
天
皇
杯
（
男

女
総
合
成
績
１
位
）と
皇
后
杯（
女
子
総
合
成
績
１
位
）

の
獲
得
を
目
指
し
、
都
道
府
県
代
表
の
選
手
が
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
第
23
回
国
民
体
育
大
会
当
時
の

福
井
県
の
人
口
は
約
75
万
人
で
、
人
口
１
０
０
万
人
以

下
の
県
で
初
め
て
開
か
れ
た
大
会
だ
そ
う
で
す
。「
親

切
国
体
」
と
も
呼
ば
れ
、
す
べ
て
の
人
に
親
切
に
、
真

心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
天
皇
杯
獲
得
を
成
し

遂
げ
、
大
会
自
体
も
大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
今
回
も

県
民
総
参
加
で
大
会
を
盛
り
上
げ
最
高
の
結
果
が
残
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

編
集
後
記

西
田
中 

梶
川　

三
郎
さ
ん
（
73
歳
）

朝　

日 

吉
田　

文
子
さ
ん
（
74
歳
）

朝　

日 

耒
馬　

隆
則
さ
ん
（
67
歳
）

佐
々
生 

田
中
て
る
美
さ
ん
（
64
歳
）

気
比
庄 

木
下　

藤
子
さ
ん
（
87
歳
）

気
比
庄 

木
下
の
ぶ
子
さ
ん
（
86
歳
）

栃　

川 

山
本　

清
道
さ
ん
（
80
歳
）

栃　

川 

吉
田　

玲
子
さ
ん
（
85
歳
）

栃　

川 

木
下
庄
兵
衞
さ
ん
（
86
歳
）

天　

王 

髙
橋　

文
子
さ
ん
（

110
歳
）

天　

王 

山　

光
雄
さ
ん
（
90
歳
）

上
糸
生 

渡
邉
コ
ノ
ヱ
さ
ん
（
86
歳
）

小
曽
原 

間
所　

一
士
さ
ん
（
92
歳
）

小
曽
原 

間
所　

成
行
さ
ん
（
75
歳
）

江　

波 

川
向　

秀
雄
さ
ん
（
75
歳
）

八　

田 

齋
藤　

範
子
さ
ん
（
42
歳
）

梨
子
ヶ
平 

伊
勢
亀
佐
代
子
さ
ん
（
67
歳
）

小　

樟 

下
仲　

直
子
さ
ん
（
90
歳
）

小　

樟 

川
上　

康
敬
さ
ん
（
83
歳
）

　

厨 

織
田　

憲
一
さ
ん
（
71
歳
）

　

厨 

山
本
八
十
夫
さ
ん
（
75
歳
）

高　

佐 

濵
野
美
智
子
さ
ん
（
79
歳
）

高　

橋 

駒
野　

繁
樹
さ
ん
（
93
歳
）

下
河
原 

野
路
智
惠
子
さ
ん
（
80
歳
）

杉
の
花 

小
辻　

政
治
さ
ん
（
73
歳
）

杉
の
花 

石
田
喜
代
美
さ
ん
（
89
歳
）

桜　

谷 

眞
木　

栄
治
さ
ん
（
84
歳
）

西
ヶ
丘 

森
下
み
ゑ
子
さ
ん
（
92
歳
）



男女共同参画・人権のとびら

　7月10日、織田中学校１年生を対象に気づき事業が開かれました。
　今回は、「ようこそ先輩！～自分らしく仕事にチャレンジする先輩たち～」をテーマ
に、漁師の山下弘嗣さんと鯖江・丹生消防組合の長谷麻衣子さんに、ご自分の体験談を
とおして、努力することの大切さや仕事の喜びなどを話していただきました。
　生徒たちは、目標に向かって努力し夢をつかんだ身近な先輩からのお話に、質問を
交えながら熱心に耳を傾けていました。

生徒たちの感想を一部ご紹介します。

ようこそ先輩！ in  織田中学校

Vol.26

▲山下 弘嗣さん（漁師） ▲長谷 麻衣子さん（消防士）

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34-8715

　将来の職業について考
えられた機会でもあった
ので良かったです。今、
自分ができる事を一生懸
命やっていきたいです。

　どんな仕事でも男女関
係なく、自分のなりたい
職業について後悔しない
ようにしたいです。

　「つらいけれど自分の好
きな仕事なら頑張れる」
という言葉が心に残りま
した。

広報 えちぜん 22平成30年９月号広報 えちぜん23 平成30年９月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
特  集

送迎バス運行表

＜注意事項＞　※上記経路内の最寄りのコミュニティバス停留所でご利用いただけます。
　　　　　　　※送迎バスを利用する場合は、事前に男女共同参画・人権室へご連絡をお願いします。

織田バスターミナル発
9：00

織田バスターミナル着
13：10頃

劔神社前

上記各停留所を経由

平等口（オタイコ）
9：05

かれい崎発
8：50

宮崎コミセン
9：10

越前コミセン
9：05

なぎさの湯
9：15

山中児童館
9：25

上戸
9：30

会場着
9：40

メルシ前八田
9：20

陶寿園
9：25

会場着
9：35

会場発
12：30

かれい崎着
13：10頃

上記各停留所を経由会場発
12：30

織田・宮崎ルート 越前・織田ルート
行　き

帰　り

行　き

帰　り



地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 ふるさと回帰フェアに
参加してきました！

act.4

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

収穫の喜びを味わい、食べ物に感謝の気持ちを持つ 

広報 えちぜん 24平成30年９月号

発
行

／
越

前
町

役
場

　
  編

集
／

総
務

課
〒

916
‒0192　

福
井

県
丹

生
郡

越
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町
西

田
中

13
−

5
−

1
TEL 0778

‒34
‒1234㈹

　
FA
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 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

広
報

 え
ち

ぜ
ん

　
N
o.164

平
成

30年
9

月
1

日
発

行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

はぎの保育園
～食育編～

No.17すくすく通信すくすく通信

　こんにちは。地域おこし協力隊の大谷です。7月28日に開かれたふるさと回帰フェア「いなか暮らしフェ
ア2018 in大阪」に参加してきました。
　ふるさと回帰フェアは、地方への移住を検討されている人と地方自治体とのマッチングを行う、移住関連
の一大イベントです。今回は、僕が移住コンシェルジュとして地域おこし協力隊に着任して、初めての回帰
フェアでした。田舎暮らしを考えている人が抱える様々な悩みを、実際に移住した自分の経験から少しでも
解決できればと思いながら、ブースに来られた人とお話をしてきました。越前町は海あり山あり自然が豊富
な素晴らしい町なので、この回帰フェアをきっかけに、越前町に移住され、より豊かな生活を実現してくだ
さる人が増えれば嬉しいです。

なす
採れたよ─♡

【食前の言葉】
われ今幸いにこの清き食を受く。
雨土の恵みを思い品の多少を選ばじ。
いただきます。

【食後の言葉】
われ今この清き食を終わりて、心豊か
に力身に満つ。ごちそうさまでした。

おいしく
できるかな～

苗植え

収穫した野菜で
夏野菜カレー作り

出来上がり

収穫

若い単身者から家庭を

持った人まで、多くの

人が越前町ブースに

足を運んでくれました！

移住先での仕事など、来場された人
の希望に合わせ、市町間で連携を取
りながら、よりよい移住につながる

よう対応させていただきました。

上手に
切れるかな？

そーっと、そーっと。

なす
大きくな～れ

会場は多くの来場者で賑わって
いました。県内からは他にも
越前市、あわら市、おおい町

が出展されていました。


